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昭和57年1月1日 No.938 

人口の動き

1 2月1日現在 前月比

人口計 66，778 + 69 
男 32，163+ 31 
女 34，615+ 38 
世帯数 19，314+ 24 
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(2) 

市

環制
40 
境周
整年
備を

議巴
力

大

村

市

長

戸

島

英

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
輝
か
し
き
昭
和
五
十
七

年
の
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
年
頭
の

ど
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

と
申
し
ま
す
が
、
市
民
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
新
た
な
希
望
に

空
港
を
中

ωと
し
だ

受
通
網
の
整
備
を

大
村
市
議
会
議
長

勢

春

胸
ふ
く
ら
ま
せ
、
ど
家
族
だ
ん
ら

ん
の
一
時
を
お
す
ご
し
の
乙
と
と

存
じ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
に
お
い
て
大
村
市

が
行
い
ま
し
た
事
業
を
紹
介
い
た

し
ま
す
と
、
ま
ず
国
際
障
害
者
年

に
あ
た
っ
て
「
完
全
参
加
と
平
等」

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
初
年
度
と

し
て
、
大
村
市
国
際
障
害
者
年
連

絡
協
議
会
を
設
置
し
、
こ
の
会
を

中
心
に
各
種
記
念
大
会
や
行
事
、

施
設
の
改
善
な
ど
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

教
育
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は

新

年

の

戸

利

そ
の
後
、
議
会
の
円
滑
な
る
運

営
と
市
政
の
伸
展
を
第
一
義
と
し

て
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
大
過

な
く
越
年
す
る
こ
と
が
で
き
ま
じ

た
。
こ
れ
は
一

重
に
皆
様
の
ど
支

援
と
ど
協
力
の
賜
と
心
か
ら
感
謝

の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す

皆
様
も
ど
承
知
の
と
お
り
、
長

期
化
し
て
お
り
ま
す
不
況
の
中
で

国
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

※ 

さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
て
お
り
、
重
要
な
転
機
を
迎
え
、

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

新
し
い
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
市

民
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
昨
年
五
月
、
市
議
会
に
お

い
て
三
た
び
議
長
の
重
責
を
負
う

乙
と
と
な
り
、
そ
の
使
命
の
重
大

旭
が
丘
小
学
校
を
開
校
、
ま
た
、

環
境
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水

問
題
に
な
や
む
地
域
の
簡
易
水
道

施
設
の
整
備
を
行
い
、
衛
生
的
な

飲
用
水
の
供
給
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
。い
ま
一
つ
の
喜
ば
し
い
こ
と
は

県
道
大
村
鹿
島
線
が
国
道
に
昇
格

し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

県
央
の

交
通
拠
点
で
あ
り
ま
す
わ
が
大
村

市
は
、
い
よ
い
よ
空
・
陸
に
お
け

る
交
通
網
の
整
備
が
約
束
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
こ
れ
が
早
期
開
通
に

向
け
て
国
に
対
す
る
働
き
か
け
を

可ヂ号

、ー

L 、
あ

さ

厳
し
い
情
勢
下
に
あ
っ
て
、
市
民

の
福
祉
増
進
と
生
活
安
定
を
図
る

た
め
、
市
議
会
で
は
二
つ
の
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
調
査
を
行
つ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が

更
に
心
を
新
た
に
し
て
、
市
民
の

皆
様
の
意
向
を
適
確
に
把
渥
し、

市
理
事
者
と
相
ま

っ
て
財
政
の
許

す
限
り
最
大
限
の
行
政
効
果
を
あ

げ
る
た
め
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

今
年
は
我
が
大
村
市
も
市
制
四

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

強
力
に
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
と
同
時
に
長
崎

県
消
防
学
校
が
長
崎
市
よ
り
大
村

へ
移
転
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
市
制
を
施
行
い
た
し
ま

し
て
四
十
年
を
迎
え
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
ま
た
大
村
藩
時
代
に
四

人
の
少
年
を
西
欧
に
派
遣
し
て
よ

り
四
百
年
目
に
あ
た
る
記
念
す
べ

き
年
で
も
あ
り
ま
す
。
乙
う
い
っ

た
記
念
事
業
を
行
う
に
あ
た

っ
て

は、

緊
縮
財
政
の
折
柄
慎
重
な
態

度
で
の
ぞ
み
、
実
の
あ
る
事
業
に

致
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
制
四
十
周
年
に
あ
た
る
重
点

施
策
は
、
市
政
の
現
状
を
見
き
わ

め
な
が
ら
次
の
公
共
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

マ
仮
称
第
二
竹
松
小
学
校
の
建
設

マ
ご
み
処
理
施
設
改
良

・
埋
立
地

の
確
保

マ
水
資
源
開
発

マ
昭
和
少
年
違
欧
使
節
団
派
遣

今
年
は
い
ぬ
年
、
大
い
に
歩
き

回
っ
て
多
く
の
幸
せ
を
招
来
さ
れ

ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

-コ
十
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
契
機
と

し
て
十
万
都
市
大
村
の
建
設
を
目

指
し
て
基
本
構
想
の
見
直
し
も
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
大

村
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
大
き
な

問
題
は
公
害
の
な
い
企
業
誘
致
に

よ
る
労
働
者
の
雇一
用
促
進
と
、
空

港
を
中
心
と
し
た
交
通
網
の
整
備

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
諸
問
題
が
山
積
し
て

い

る
中
で
、
昨
年
は
県
道
大
村
鹿
島

線
の
国
道
昇
格
、
更
に
今
年
は
九

州
横
新
自
動
車
道
の
大
村
東
長
崎

聞
の
開
通
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
蔑
さ
れ
た
大
き
な
問
題
解

決
の
た
め
私
ど
も
は
全
力
を
傾
注

し
努
力
い
た
す
覚
悟
で
ど
ざ
い
ま

す。
ど
う
か
本
年
も
よ
り

一
層
の
ど

支
援
と
ど
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
市
制
四
十
周
年
の
飛
躍
と
市

民
皆
様
の
ど
健
康
を
お
祈
り
い
た

し
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
可

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

住
み
よ
い
町
の

年
頭
を
飾
る

基
礎
づ
く
り

恒
例
の
消
防
出
初
式

1
月
8
日

午
前
9
時
か
ら

年
頭
を
飾
る
恒
例
の
消
防
出
初

式
は
、
一
月
八
日
午
前
九
時
か
ら

行
わ
れ
ま
す
。

式
典
の
あ
と
分
列
行
進
、
放
水

演
習
を
行
い
、
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
消
防
の
意
気
を
示
し
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
多
数
ご
参
観

下
さ
い
。

〔
場
所
)

第
一
会
場
(
式
典
)

市
営
補
助
グ
ラ
ン
ド
(
市
役

所
よ
乙
)

分列行進をする消防団員(昨年の出初式)

第
二
会
場

(
分
列

行
進
)

西
三
城

町
通
り

第
三
会
場

(
放
水

演
習
)

大
上
戸

川
金
丸

橋
下
流

〔
消
防
車

行
進
〕

補
助
グ

ラ
ジ
ド

ー
川
里

産
業
前

ー
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

1
消
防
署

〔
徒
歩
行
進
〕

補
助
グ
ラ
ン
ド

1
本
小
路

t
本

町
通
り

1
駅
通
り

t
松
早
石
油

O 

高
齢
者
の
雇
用

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

前

t
消
防
署
※
徒
歩
行
進
は

午
前
十
一
時
三
十
分
頃
か
ら
開

始
し
ま
す
。

〔
分
列
行
進
〕

西
三
城
町
通
り
の
琴
尾
医
院
よ

乙
に
観
閲
台
を
設
け
て
行
い
ま

す。
〔
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
〕

当
日
、
午
前
八
時
に
演
習
話
集

の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

(
総
務
課
)

O 

O 

育
利
な
制
度
の
活
用
を
/

現
在
、
高
齢
者
(
五
十
五
歳

t

六
十
五
歳
末
満
)
を
雇
用
し
て
い

る
雇
用
保
険
の
適
用
事
業
所
に
は

次
の
よ
う
な
援
助
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
雇
用
し
て
も
安
定
所
に

申
請
を
さ
れ
な
い
と
、
乙
の
援
助

制
度
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

〔
定
年
延
長
奨
励
金
制
度
〕

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
以
降

に
定
年
五
十
六
歳
以
上
に
労
働
協

約
、
就
業
規
則
に
よ
り
引
上
げ
た

事
業
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
金
額
支
給
対
象
労
働
者
一

人
に
つ
き
中
小
企
業
主
は
年
額

四
十
万
円

〔
継
続
雇
用
奨
励
金
制
度
〕

六
十
歳
以
上
の
定
年
致
達
者
を

定
年
退
職
後
も
引
続
き
継
続
雇
用

し
て
い
る
事
業
主
に
支
給
さ
れ
ま

す。支
給
金
額
支
給
対
象
労
働
者
一

人
に
つ
き
中
小
企
業
は
年
額
二

十
万
円

支
給
申
請
手
続
一
月
五
日

t
三

十
日
ま
で
に
大
村
公
共
職
業
安

定
所
(
曾
②
l
一二

O
一
)
へ

(
商
工
観
光
課
)

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

児
童
扶
養
手
当
な
ど

外

国

人

に

も

適

用

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

ιハ
は
母
昨
日
た
は
父
母
に
か
わ
っ
て

養
手
当
及
び
福
祉
手
当
が
外
国
人
寄

そ
の
児
'前一一
を
益
育
し
て
い
る
人
に

に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

し

た

。

福

祉

手

当

は

、

在

宅

の

重

度

障

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
の
い
害
者
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

な
い
家
庭
の
児
童
ま
た
は
父
親
が
時
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
支
給

身
体
障
害
や
長
期
の
病
気
な
ど
の
さ
れ
ま
す
。

児
童
の
心
身
が
す
こ
や
か
に
成
長
こ
れ
ら
の
手
当
は
法
律
の
一
部

す
る
よ
う
に
そ
の
児
童
の
母
、
ま
が
改
正
さ
れ
、
一
月
一
日
か
ら
外

た
は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
国
人
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
り
ま
し
た
。

す

。

外

国

人

登

録

法

に

基

づ

く

登

録

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
身
体
ま
を
行
っ
て
い
る
方
で
支
給
要
件
に

た
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
児
童
の
該
当
さ
れ
る
方
は
福
祉
課
で
手
続

生
活
の
向
上
に
役
立
て
る
た
め
、
き
を
し
て
下
さ
い
。

そ
の
児
童
を
監
護
す
る
父
、
も
し

(
福
祉
課
)

一

国

民

年

金

の

年

間

保

六

年

度

の

領

収

書

を

お

持

ち

一

一

険

料

納

付

済

証

明

書

の

う

え

、

保

険

年

金

課

か

近

一

く
の
出
張
所
へ
お
出
か
け
下
一

一

(

確

定

申

告

用

)

の

さ

い

。

一

一

発

行

に

つ

い

て

な

お

、

領

収

書

を

な

く

さ

一

一
所
得
税
や
市
県
民
税
な
ど
れ
た
り
し
て
お
持
ち
で
な
い
一

一
の
確
定
申
告
に
国
民
年
金
保
方
は
、
ど
本
人
の
年
金
の
記
一

一
険
料
の
納
付
済
証
明
書
の
発
号
番
号
を
係
員
に
お
申
し
出
一

一

行

を

希

望

さ

れ

る

方

は

、

必

下

さ

い

。

一

一

ず

昭

和

五

十

五

年

度

と

五

十

(

保

険

年

金

課

)

一
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20歳を記念して

「国民年金に | 

加入しよう」

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
満
二
十

歳
に
な
る
と
選
挙
権
を
始
め
、
酒

や
タ
バ
コ
も
解
禁
に
な
り
、
多
く

の
権
利
と
義
務
が
生
ま
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
の
も
、

ま
た
、

掛
け
た
保
険
料
は、
1
聡

場
が
変

っ
て
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
な
ど
に
加
入
さ
れ
て
も
、
期
間

的
に
通
算
さ
れ
、
ど
ち
ら
の
制
度

か
ら
も
掛
け
た
月
数
な
ど
(
一
年

以
上
必
要
)
に
応
じ
て
、

将
来
老

齢
年
金
か
通
算
老
齢
年
金
を
受
け

る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

万
一
の
と
き
の
た
め
、
そ
し
て

自
分
の
将
来
の
た
め
に
、
い
ま
す

ぐ
加
λ
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
の
手
続
き
は
、
お
近
く
の

出
張
所
、
市
役
所
(
市
民
課
)
で

行
っ
て
い
ま
す
@
な
お
、
詳
し
い

こ
と
に
つ
い
て
は
保
険
年
金
謀
に

お
問
合
せ
下
さ
い
。(保
険
年
金
課
)

く〉

〈

〉

〈

〉

成
人
式

A
l

月
刊
日

ふ
だ
ん
着
で
お
気
軽
に

一

ひ

と

り

暮

し

の

一

一

老

人

に

愛

の

一

声

を

/

一

新

成
人
の
門
出
を
祝
福
す
る
た

E

め
、
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

一
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
ひ
団
体
な
ど
と
と
も
に
協
力
し
、
一
な
お
、
該
当
者
に
は
一
月
十
日

一
と
り
亭
り
し
老
人
の
事
故
が
起
十
分
配
慮
し
て
い
ま
す
が
、
皆

一

頃
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。
(
市
内

一
き
や
す
く
な
り
、
事
故
が
起
き
さ
ん
の
隣
近
所
に
ひ
と
り
暮
ら

一
在
住
者
の
み
)

一
て
も
発
見
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
し
の
老
人
が
い
る
場
合
は
、
愛
一
日
時
一
月
十
五
日
、
午
前
十
時

一

り

ま

す

。

の

一

声
を
か
け
る
な
ど
ど
協
力
E

三
十
分
(
十
時
か
ら
受
付
)

一
市
も
、
ひ
と
り
暮
ら

し

老

人

を
お
願
い
し

ま

す

。

一

場

所

市
民
会
館

一

の

事

故

防

止

に

つ

い

て

は

、

機

(

保

護

課

)

一

該

当

者

昭

和

三
十
六
年
四
月
二

一

会

あ

る

ご

と

に

関

係

諸

機

関

、

一

日

ι一
一
干
七
年
四
月
一
日
ま
で

‘・!
tい
に
生
ま
れ
た
人

※
海
や
川
を
守
る
た
め
粉
石
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う

行
事

①
式
典

②
新
成
人
の
主
張

③
講
演

〔
講
師
〕

緒
方
彰
先
生

〈
N
H

K
解
説
委
員
)

〔
演
題
〕
国
際
情
勢
と
日
本
の

若
者
に
望
む
こ
と

連
絡
先
社
会
教
育
課

お
願
い

服
装
は
華
美
に
な
ら
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

(
社
会
教
育
課
)

一

国

民

年

金

一

一

保

険

料

は

忘

れ

ず

に

一

一
十
月
、

十
一

月
、
十
二
月
分
障
害
年
金
、
母
子
年
金
な
ど
が

一

一
の
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
も

受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
将

一

一
う
納
め
ま
し
た
か
。
ま
だ
納
め
来
、
老
齢
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
一

一
て

い
な
い
方
は
、
一
月
中
に
納
な
い
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

一

一
め
ま
し
ょ
う
。

も

う

一
度
、
お
手
も
と
の
納

一

一

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、

付
書
を
お
確
め
下
さ
い
。

一

一
万

て

事

故
が
あ
っ
た
と
き
、

(保
険
年
金
謀
)
一

申にの さ経税が産供産土 いに・ i乙を一
告貸 ば まれ費の所です の地な。つ個な市月 償
すし かたるま税得 、る う及お い人つ長一却
るて り 、資た務税そ乙ちび 、 てのてに臼資
必いで自産は計あのと 、家 償 申別い申現産
要る な己で損算る 減 が事 屋 却 告なま告 在 の
が 資く使す金 上い 価で業以資 し くすすの所
あ 産 、用 。に、 は償き の 外産 て全。る所有
るも 他の 算必法却 る 用の と 下 資 法乙有 者
資含人も 入要人費資に 資 は さ産人と状は
産 み 況

な 毎
す 雄会 +n 温~ ::= "、市川ー~ I ど年

一一一一一
~2 ' 1 

踏 染

申 。 。 面面-物
で中た※日 告告工車 内 車 航 な船 機 木 、(
すの人昨 期書 具 ) 運向両占空とど、 舶 械設土 理
。増は年 限提 及 扱 及機及備 I地也 突
減昭資 出 び車 び 客 びなに
の和産 ー先備 、連 船 装ど定 貯
み 五申 月 品 特様 、置)着 水
で T 告二税 妹 車 貨 し池
結六を 十 務 自 ( 物 た
構 年し 一 課 動構 船 土 舗

(
税
務
課
)
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りおおむ市政だより(5) 

l※ 

ノ

空

力

ン
t
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ

寸
L
U

日
時
一
月
二
十
一
日
、
二
十
二

一

日

(

午

後

一

時

t
一
時
三
十
分

-

受

付

)

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
と
送
付
し
ま
し

た
問
診
票
を
記
入
の
上
、
必
ず

ど
持
参
下
さ
い
。(
生
活
環
境
課
)

注
射
と
検
診

圃
1
歳

6
カ
月
児

健

康

診

査

対
象
昭
和
五
十
五
年
六
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
昭
和
五
十

五
年
一
月

t
五
月
生
ま
れ
で
、

ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な

い
幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

(ゐlふ参磯
思イ@公E

-
循
環
器
検
診

J
わ
っ
と
も
多
い

脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う
'

脳
卒
中
は
、
死
因
の
ト
ッ
プ
で

あ
り
、
ま
た
、
最
近
で
は
心
筋
硬

塞
は
、
一
見
急
に
お
乙
る
よ
う
に

。
循環器検診日程

月日|場 所|受付時間

~/官|福祉センタ ー 11111ご1211
げ3|竹松出張所11511111
川|中地区公民館|il:11111
川|松原農協113:00叶 4:00

み
え
ま
す
が
、
実
は
そ
の
原
因
は

長
い
間
に
徐
々
に
進
ん
で
き
た
高

血
圧
や
動
脈
硬
化
が
最
大
の
原
因

な
の
で
す
。

そ
こ
で
循
環
器
検
診
で
は
、
そ

の
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
を
「
早
期

に
発
見
し
、
早
期
か
ら
の
予
防
』

を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

な
お
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
は

中
年
以
後
に
進
み
や
す
い
の
で
、

四
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
毎
年
検
診
を

ちな
つ

ふμ
、:V'

受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
四
十
歳

t
六
十
四
歳
ま

で
の
人

料
金

無
料

検
診
内
容
身
体
計
測
、
血
圧
測

定
、
検
尿

異
状
の
あ
る
人
は
心
電
図
、
眼

底
検
査
戸
医
師
に
よ
る
内
診
、

保
健
婦
に
よ
る
栄
養
・
食
事
指

導

(生
活
環
境
課
)

国
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の

結
果

十
一
月
二
日

l
十
六
日
ま
で
実

施
し
ま
し
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の

結
果
は
、
十
二
月
十
五
日
ま
で
に

通
知
が
届
か
な
か
っ
た
人
は
異
常

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
(
生
活
環
境
課
)

議

座

国
青
年
の
た
め
の
婚
前

教
室

結
婚
に
必
要
な
知
識
や
丈
夫
な

子
供
を
産
み
育
て
る
た
め
の
基
本

的
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講

座
で
す
。
さ
そ
い
合
っ
て
参
加
し

て
下
さ
い
。

期
間

'
一
月
二
十
日

t
三
月
二
十

四
日
ま
で
(
毎
週
水
曜
、
午
後

七
時
J
九
時
)

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容

V
健
康
な
子
供
を
産
み
育

て
る
に
は

V
病
気
と
遺
伝

V
妊
娠
の
し
く
み
と
分
娩

V

不
幸
な
子
供
を
産
ま
な
い
た
め

の
予
防

V
す
ば
ら
し
い
結
婚

V
そ
の
他

対
象
・
定
員
未
婚
の
青
年
男
女

三
十
人

講
師
大
学
教
授
、
市
医
師
会
、

福
岡
県
家
族
計
画
協
会
ほ
か

申
込
方
法
一
月
四
日

l
十
六
日

ま
で
の
聞
に
電
話
ま
た
は
ハ
ガ

キ
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
(
玖
島
郷
五
一
、

宮
④

三
二
ハ
一
)
へ

(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
)

一

図

書

の

紹

介

一

一
グ
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
に
d

一

一
子
ど
も
の
幸
せ
な
成
長
の
た
父
親
の
役
割
母
親
の
役
割
(
羽

一

一
め
に
、
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も

仁

説
子
)

V
よ
い
子
よ
い
親
の
一

一
の
教
育
に

つ
い
て
理
解

ぞ

深

め

条

件

(磯
野
富
士
子
)

V
親
の
一

一
た
い
方
は
、
次
の
図
書
の
ほ
か

顔
が
見
た
い
(
川
上
源
太
郎
)一

…
た
く
さ
ん
の
関
係
図
書
が
あ
り

V
テ
レ
ビ
に
子
守
り
を
さ
せ
な
-

一
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
い
で
(
岩
佐
京
子
)
竺
一
一
歳
ま
一

一
な
お
、

図
書
館
の
図
書
は
無

で
に
こ
れ
だ
け
は
(
品
川
孝
子
)
-

一
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

V
女
の
子
の
伸
ば
し
方
(
吉
武
一

一

〔

図

書

名

〕

輝

子

)
V
成
功
し
た
わ
が
家
の
一

一
V
私
の
幼
児
教
育
論
(
松
田
道
し
つ
け
(
鈴
木
道
太
)
一

一
雄
)
V
幼

児

へ

の

お

話

の

コ

ツ

(

市

立

図
書
館
)
一

一

(
伊
東
挙
位
)

V
勉
強

好

き

に

一

一
す
る
家
庭
作
戦

(阿
部
進
)
V

一
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募

集

-
第
初
回
県
勤
労
者
美

術
展
作
品

種
目
絵
画
(
洋
画
、
日
本
画
、

南
画
)
、
書
、
写
真

資
格

県
内
に
居
住
し
て
い
る
勤

労
者
(
出
品
種
目
を
職
業
と
す

る
人
を
除
く
)

出
品
点
数

自
作
未
発
表
の
も
の

で
一
人
一
点

出

品

料

無

料

会
場
・
会
期

V
長
崎
(
県
立
美

術
博
物
館
)
二
月
十
日

t
十
四

日

V
佐
世
保

(
玉
屋
デ
パ

ー

ト
)
二
月
十
九
日

t
二
十
三
日

出
品
申
込
・
作
品
搬
入
一
月
十

八
日

l
二
十
三
日
(
午
前
九
時

l
午
後
五
時
)
ま
で
に
長
崎
労

政
事
務
所
ま
た
は
佐
世
保
労
政

事
務
所
へ

問
合
せ
先
県
労
政
福
祉
課
(
雷

長
崎
@
ー
一
一
一
一
)

(商
工
観
光
課
)

国
県
立
大
村
高
校
定
時

制
生
徒

昼
間
働
く
人
の
た
め
に
聞
か
れ

た
夜
間
高
校
で
、
修
業
年
限
は
四

年
間
で
す
。
卒
業
証
書
資
格
は
全

自
制
と
同
じ
で
、
教
科
書
の
無
償

※
大
村
線

配
布
、
パ
ン
・
牛
乳
の
無
料
給
食

修
学
奨
励
金
の
貸
与
(
月
額
七
千

円、

卒
業
者
は
返
還
免
除
)
な
ど

が
特
典
と
し
て
あ
り
ま
す
。

募
集
人
員
八
十
人
(
予
定
)

受
験
資
格
中
卒
者
及
び
同
見
込

者
で
年
齢
、
性
別
は
問
わ
な
い

志
願
手
続
二
月
十
二
日

t
十
九

日
〈
正
午
)
ま
で
に
出
身
中
学

校
を
経
て
出
願
す
る
こ
と

学
力
検
査
(
中
卒
程
度
)

V

三

月
十
一
日
(
午
前
九
時
か
ら
)

国
語
、
英
語
、
理
科

V
十
二

日
(
午
前
九
時
か
ら
)
社
会
、

数
学
、
面
接

合
格
発
表
三
月
十
九
日
(
午
前

九
時
三
十
分
)
本
校
で
発
表

問
合
せ
先
県
立
大
村
高
校
定
時

制
(
雷
②
|
二
八
O
二
)

-
県
立
佐
世
保
看
護
学

校
生
徒

募
集
人
員
三
十
人

修
業
年
限
三
カ
年

授
業
時
間
午
後
五
時
三
十
分

t

八
時
四
十
分
ま
で
(
土
曜
は
午

後
一
時
二
十
分

t
三
時
五
十
分

ま
で
、
臨
床
実
習
は
昼
間
)

受
験
資
格

修
准
看
護
婦

(
士
)

の
免
許
を
得
た
後
、
三
年
以
上

准
看
護
婦

(
士
)
の
業
務
に
従

事
し
て
い
る
人
物
高
校
を
卒

業
し
て
い
る
准
看
護
婦

(
士
)

乗
ろ
う
守
ろ
う

天

正

遣

欧

少

年

使

節

勇
気
@
記
録
⑩

。
ヴ
ァ
チ
力
ン
宮
殿
壁

画
に
描
か
れ
た
使
節

一
行

三
月
二
十
三
日
、
四
少
年
に

謁
見
し
た
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
十

ダ 重責
イ幸喜
ヤ取 卒
得業

を見見
込込

h泊者者
占固

そ 主
つ

三
世
は
、
そ
の
後
も
「
地
の
果

て
か
ら
来
た
少
年
」
に
最
大
の

寵
愛
を
示
さ
れ
、
三
月
二
十
五

日
に
は
ミ
、不

ル
ヴ
ァ
教
会
へ
の

行
幸
に
随
行
す
る
よ
う
命
じ
、

そ
の
四
日
後
に
は
、
サ
ン
・
ピ

エ
ト
ロ
大
聖
堂
で
の
儀

一

式
に
彼
等
を
招
待
し
ま

し
た
。
ま
た
三
十
一
日

に
は
ヴ
ァ
チ
カ
ン
宮
殿

内
の
大
聖
堂
の
ミ
サ
に

)
招
き
、
四
月
三
日
に
は

部

特
別
に
引
見
を
許
す
と

図
い
う
具
合
で
し
た
。
そ

待
の
聞
に
は
、
使
節
達
は

い
で
叡
皇
か
ら
イ
タ
リ
ア
風

ノ
の
洋
服
を
贈
ら
れ
て
い

行
ま
す
。

ラ
と
こ
ろ
が
、
四
月
十

日
、
教
皇
の
命
に
よ
っ

て
、
ロ

l
マ
の
「
七
つ

の
聖
堂
」
巡
り
を
し
て

い
た
使
節
の
も
と
に
、

願
書
受
付
期
間

十
日
ま
で

一
月
八
日

t
二

教
皇
の
急
逝
を
告
げ
る
報
が
届

き
ま
し
た
。
使
節
が
ロ

l
マ
入

り
し
て
か
ら
十
九
日
目
の
乙
と

司で
、
そ
れ
ま
で
五
度
に
わ
た
っ

て
教
皇
の
傍
ち
か
く
に
侍
り、

教
皇
の
身
辺
に
病
の
様
子
を
全

く
感
じ
て
い
な
か
っ
た
使
節
達

に
は
、

信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で

し
た
。教皇
が
臨
終
に
際
し
、
実
子

の
こ

ソ
リ
ア
公
に
遺
し
た
言
葉
は、

「
日
本
の
公
子
た
ち
は
、
ど
う

し
て
い
る
か
」
と
、
た
だ
そ
れ

だ
け
だ

っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

教
皇
の
急
逝
後
、
枢
機
卿
モ

ン
タ
ル
ト
が
新
教
皇
に
選
出
さ

れ
、
教
皇
名
を
シ
ス
ト
五
世
と

称
し
ま
し
た
。
シ
ス
ト
五
世
は

前
教
皇
が
寵
愛
の
限
り
を
尽
し

た
日
本
の
使
節
に
対
し
、
自
分

も
そ
れ
と
変
る
こ
と
が
な
い
好

意
を
示
さ
れ
t

ま
し
た
。

四
月
二
十
六
日
に
は
新
教
皇

提
出
先
・
問
合
せ
先

県
立
佐
世

保
看
護
学
校
(
佐
世
保
市
平
瀬

に
謁
見
を
賜
わ
り
、
五
月
五
日

に
は
新
教
皇
の
慣
例
行
事
と
な

っ
て
い
た
ラ
テ
ラ
ノ
教
会
で
の

教
皇
受
領
式
の
行
列
に
加
わ
る

と
い
う
、
こ
の
上
な
い
栄
誉
を

賜
わ
っ
た
の
で
す
。

ヴ
ア
チ
カ
ン
宮
殿
内
の
「
シ

ス
ト
五
世
の
間
'
一
に
は
、
乙
の

時
の
行
幸
図
が
壁
面
に
描
か
れ

て
お
り
、
そ
の
中
に
は
っ
き
り

と
、
馬
に
乗
っ
た
洋
服
姿
の
使

節
一
行
を
見
い
出
す
乙
と
が
で

き
ま
す
。
(
写
真

・
行
列
中
段

の
前
方
に
馬
上
の
二
人
が
確
認

で
き
る
〉

現
在
、
乙
の
壁
画
は
公
開
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
実
は
元
大

村
市
長
大
村
純
毅
氏
は
、
天
正

使
節
を
派
遣
し
た
大
村
純
忠
ゆ

か
り
の
者
と
い
う
立
場
で
、
昭

和
四
十
五
年
に
特
別
に
同
壁
画

拝
観
の
許
可
を
得
ら
れ
、
写
真

に
よ
っ
て
そ
の
行
列
の
様
子
を

大
村
に
持
ち
帰
ら
れ
ま
し
た
。

同
壁
画
の
写
真
は
、
現
在
大
村

市
立
史
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。

町
三
l
て
富
佐
世
保
@
l
四

一
一
二

一
)

4 
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りおおむ市政だより(7) 
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業
!こ
浄
財
を
ノ
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⑧ 

入二
国月
者十
収四
容日
所 ~I径
周回 i下
回 '-"1工
コ 1.

日
時
場
所ス

種
目

V
一
般
A
(
一
般
職
場
、

中
学
生
)
三
・
七
キ
ロ
×
五
区

間

V
一
般

B
(
三
部
隊
、
高

大
生
)
三
・
七
キ
ロ
×
五
区
間

V
中
学
生
男
子
の
部
H
三
キ
ロ

ロ
l
ド
レ

1
ス

マ
小
学
生
の

部
A
-(五
・
六
年
男
女
)
二
キ

ロ
ロ

l
ド
レ

l
ス

W
小
学
生

の
部
B
(
一
一
了
四
年
男
女
、
中

学
生
以
上
の
全
女
子
)
ニ
キ
ロ

ロ
l
ド
レ

l
ス

ψ
小
学
生
の

-
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋

季
選
手
権
大
会
成
績

十
一
月
二
十
九
日
、
市
民
体
育

館
な
ど
で
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔6
人
制
男
子
〕
①
大
村
ク
ラ
ブ

②
萱
瀬
青
年
〔
9
人
制
男
子
〕
①

大
村
部
隊
②
市
役
所
〔

9
人
制
女

子
〕
①
竹
松
婦
人
②
大
村
婦
人

(
事
務
局
・
大
村
商
工
会
議
所
で
受
付
け
て
い
ま
す
)

い
も
M
M
M
F毘

d
u
y
 

や
図
書
館
な
と
の
自
動
ド
ァ
、

ス
ロ
ー
プ
、
身
障
ト
イ
レ
改
善

な
ど
、
公
共
施
設
等
環
境
改
善

事
業
、
市
政
だ
よ
り
を
中
心
と

し
た
住
民
啓
発
事
業
、
精
神
薄

弱
者
実
態
調
査
な
ど
の
調
査
研

究
事
業
な
ど
、
市
内
の
あ
ら
ゆ

る
団
体
・
関
係
機
関
の
協
力
を

得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
今
ま
で
の
社
会
は

障
害
と
い
う
ハ
ン
デ

ィ
を
持
た

な
い
人
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
ハ
ン
デ

ω身
障
害
者
の

人
間
ら
し
く

生
き
る
権
利
を
め
ざ
し
て

野
に
お
い
て
積
極
的
に
参
加
し

「
平
等
」
と
は
、

障
害
を
持
っ

て
い
る
人
も
、

障
害
を
持
た
な

い
人
も
同
じ
生
活
を
送
り
、
社

会
の
発
展
に
よ
る
利
益
を
等
し

く
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
村
市
は
、
県
の

「
障
害
者

の
た
め
の
住
み
よ
い
町
づ
く
り

推
進
事
業
」
の
指
定
都
市
と
な

り
、
二
カ
年
継
続
し
て
出
張
所

国
際
障
害
者
年
は
終
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
心
身
障
害
者
問

題
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

国
際
障
害
者
年
の
テ
l
マ
で

あ
る
「
完
全
参
加
と
平
等
」
は

み
ん
な
と
と
も
に
生
き
る
、
そ

の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
で
す。

「
参
加
」
と
は
、

障
害
者
が

社
会
の
一
員
と
し
て
社
会
・
経

済
・
文
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分

身体障害者用の

公衆電話を設置

車いすを使っている身体障害者の皆さん

が、自由に利用できる身体障害者用の公衆

電話が、市内で初めてサンマート前に設置

されました。 12月12日の開通式では、パー

ノレハイムの小川剛啓さん、浦キサエさんが

記念通話を行いましたが、 「車いすでも自

由に電話がかけられる」と喜ばれています

ィ
を
持
っ
て
い
る
人
の
問
題
を

通
じ
て
、
み
ん
な
で
考
え
直
し

改
善
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

国
際
障
害
者
年
に
傾
け
た
市

民
一
人
ひ
と
り
の
情
熱
を
、
今

後
も
よ
り
一

層
強
め
、
障
害
者

の
問
題
を
自
分
自
身
の
問
題
と

し
て
理
解
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
「
障
害
者
の
た
め
の
住
み
よ

い
町
.
つ
く
り
」
「
人
間
ら
し
く

生
き
る
権
利
の
実
現
」
を
市
民

一
人
ひ
と
り
の
あ
た
た
か
い
総

意
に
よ
り
、
更
に
充
実
し
ま
し

ょ
う
。

(福
祉
課
)

図
書
館
な
ど

3
施
設
に
自
動
ド
ア

障
害
者
の
皆
さ
ん
に
、
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
か
ま
し

た
が
、
市
は
、

障
害
者
の
た
め

の
住
み
よ
い
町
づ
く
り
推
進
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
市
立
図
書

館
、
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
、

福
重
出
張
所
に
自
動
ド

ア
を
設

置
し
ま
し
た
。
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清
水
(
三
浦
)
③
平
原
(
植
松
)

井
手
〈
徴
神
堂
V

V
中
学
三
年
H

①
平
地
〈
植
松
)
②
富
永
(
徴
神

堂
〉
③
中
川
(
諏
訪
)
永
山
(
子

供
の
家
〉

場
所
市
民
体
育
館

講
師
出
町
笠
さ
ん
(
文
部
省
ス

ポ
l
ツ
功
労
特
別
指
導
委
員
、

第
十
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
チ
ー

ム
三
位
で
主
将
)

対
象
中
学
・
高
校
体
育
教
員
と

部
活
動
指
導
者
、
一
般
ク
ラ
ブ

指
導
者
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
な

シ』

ま
し
た
。

団
体
戦
(
四
十
二
チ

l
ム〉

①
徴
神
堂
A
⑨
植
松
A
③
剣
西
B

池
田
A

個
人
戦
(
百
十
二
人
)

V
小
学
三
年
日
①
楠
本
(
鈴
田
)

②
間
ノ
甑
(
植
松
)
③
吉
松
(
荒

瀬
)
白
石
(
今
村
)

V
小
学
四
年

H
①
高
辻
(
松
原
)
⑨
深
水
(
剣

西
)
③
塩
満
(
玖
島
)
近
藤
(
池

田
)

V
小
学
五
年
H
①
浜
崎
(
放

虎
原
)
②
楠
本
(
鈴
田
)
③
玉
利

(
諏
訪
)
鬼
塚
(
池
田
)
V
小
学

六
年
H
①
木
村
(
植
松
)
②
湯
田

(
今
村
)
③
中
川
(
諏
訪
)
福
田

(
三
浦
)

V
中
学
一
年
H
①
井
上

(
徴
神
堂
)
②
田
口
(
今
村
)
③

池
田
(
諏
訪
)
徳
島
(
松
原
)
V

中
学
二
年
H
①
小
川
(
竹
松
)
②

(8) 

議

の

そ
台

り

-
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
指
導

者
講
習
会
(
文
部
省

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
派

遣
指
導
事
業
)

-
職
業
訓
練
指
導
員
講

習

おおむ

圃
市
内
中
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
兼
県
下

中
学
校
新
人
戦
予
選

成
績

県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、

職
業
訓
練
指
導
員
に
必
要
な
指
導

方
法
な
ど
に
関
す
る
能
力
及
び
指

導
員
の
資
格
を
与
え
る
た
め
、
職

業
訓
練
指
導
員
講
習
会
を
行
い
ま

す。受
講
資
格

V
免
許
職
種
に
関
す

る
一
級
技
能
検
定
に
合
格
し
た

人

V
免
許
職
種
に
関
し
十
五

年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る

人

日
時
一
月
二
十
三
日
〈
土
)
午

前
九
時
三
十
分
か
ら

申
込
方
法
一
月
九
日
ま
で
に
市

教
育
委
員
会
体
育
課
へ

主
催
県
教
育
委
員
会
(
体
育
課
)

市政だより

十
二
月
十
三
日
、
市
民
体
育
館

で
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
男
子

6
人
制
〕
①
郡
中
②
玖
島

中

〔

男

子

9
人
制
〕
①
郡
中
②

西
大
村
中
「
女
子

6
人
制
〕
①

西
大
村
中
⑨
玖
島
中
〔
女
子

9

人
制
〕
①
玖
島
中
②
西
大
村
中

-
第
引
回
市
少
年
剣
道

大
会
成
績

唱和51年1月1日
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十
二
月
六
日
、
市
民
体
育
館
で

市
教
育
委
員
会
の
主
催
で
行
わ
れ

期
間
二
月
十
二
日

t
十
八
日
ま

で
(
午
前
九
時

t
午
後
五
時
)

場
所
県
立
長
崎
技
能
会
館
(
長

崎
市
富
士
見
町
三
|
二
)

ん月ま大百町三 i
L 二(い村五ー+
l 十岩も二十丁七 ii キ松五丁本目円!
‘ ロ郷十目 ) 

キ〉マ慈マ'
1 慈ロ慈、中恵原 E

t 恵 恵橋荘生 i
t 荘マ荘イへ花 E

. へ松へノ生庖 i
i み尾さ(花
t か皐つ東三古 i

ご
寄
付
・
ご
好
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
金
井
久
美
子
(
宮
小
路
二
丁

六
千
五
百
円

受
講
料

マ
岩
橋
好
太
郎
(
今
富

万
円

一
香

典

返

し

~
敬
称
略

申
込
方
法
一
月
十
八
日

t
三
十

日
ま
で
に
県
職
業
能
力
開
発
協

会
(
県
立
長
崎
技
能
会
館
内
〉

へ

目
・
亡
母
藤
江
)
交
通
遺
児
の

郷
・
亡
妻
カ
ド
)
五
万
円

マ

た
め
に
三
万
円

福
田
久
吉
(
竹
松
町
・
亡
母
キ

社
会
福
祉
協
議
会
へ

山
時
欝
幽
需
品
精

一
敬
称
略

ヨ
)
十
万
円

マ
佐
藤
秀
信

マ
鈴
田
久
則
(
池
田
二
丁
目
・

亡
母
シ
ゲ
子
)
五
万
円

マ
山

問
合
せ
先
県
職
業
能
力
開
発
協

会
(
曾
長
崎
@
!
二
三
八
四
)

県
職
業
訓
練
課
(
⑨
長
崎
@
|

一
一
一
一
)

(
諏
訪
二
丁
目
・
亡
父
武
〉
五

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

口
勝
宣
(
木
場
一
丁
目
・
亡
母

万
円

マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
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